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（１）高信頼性光学薄膜の開発

レーザー加速の社会実装に向けたレーザーフィージビリティ・スタディ

（２）新しい気体回折光学素子の開発

光学薄膜メーカー 電通大・レーザー試験ミラー

試験データ

• 長期試験
• 新しいモニター手法
• ダメージ予測技術
• 新アニール手法
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EB膜

IBS膜

コーティング材料×基板材料×研磨手法×成膜方法×後処理×使用波長×要求バンド幅 電通大G
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長時間照射光学素子評価システム 電通大G
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人のエリア入室による湿度の変化も検出
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Laser Focus World 2014.9

Wide band gap 材料へ、高密度成膜手法へ

H2O-EB

H2-EB

H2-IBS H2O-IBS

試料ミラー

CO2 laser Laser thermal desorption spectroscopy

500ps pulseでのダメージ閾値のバンドギャップ依存性
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次のデータは巨大
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同じミラーでもconditioningで耐力は全く異なる。 電通大G
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通常の照射履歴では膜の特性のジャンプが起きる

特殊なアニールにより、
比較的短時間で膜を緩や
かに変化させる

高品質超低損失IBS膜でも250J/cm2超えの耐力

新しいアニール手法：IBS膜で > 250 J/cm2 （λ = 1.06μm, τ=12ns） 電通大G
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破壊
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散乱信号

観測された異常な散乱強度の増加 破壊直前に予兆が見えることも

調べると、まだわからないことも 電通大G
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①O3 生成
②回折格子生成
ガス中に密度変調δρ生成
（＝ 屈折率変調Δnを生成）
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エントロピー波のみ

音波＋エントロピー波
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音波

２つの波でΔn

UVパルスエネルギー

このうち、音波の項は、
非線形音波（通常音波より疎
密の変化量（振幅）が大き
い）になると理論的には予測

波の成長 → 鋸歯型波の形成 → 波の崩壊
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電通大G
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入射レーザーの発散角の調整
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シリンドリカルレンズペアで制御
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O2＋高圧Heで放電させると

高圧条件でのオゾン混合ガスが
生成可能に

高圧オゾン生成技術開発

真空中での気体光学素子の開発

計算機コードによる設計

３Dプリンタによる3D流路セルの製作
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電通大Gまとめ

（１）高信頼性光学薄膜の開発

レーザー加速の社会実装に向けたレーザーフィージビリティ・スタディ

（２）新しい気体回折光学素子の開発

• 光学薄膜の高出力レーザーでの社会実装を目的とした長時
間モニターシステムが稼働し、多くのデータが蓄積されつ
つある。

• 新しい長期信頼性光学素子の開発に向けての指針が出始め
ている。

• 大振幅密度波の詳細物理研究により、新しいデ
バイス制御も視野に入ってきた。

• 様々な目的のための実装可能な素子開発が進ん
でいる。
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